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　「杏林大学病院がんセンターの
　　　　　　現状と診療活動について」
 　 　がんセンター長 腫瘍内科教授   古瀬 純司

     《特別講演》

　「我が国のがん診療の現状と
  　　　　　　　課題について（仮題）」
   国立がんセンター中央病院 病院長 土屋 了介 先生

   

   
     ◆施設見学（午後 2 時～午後 3 時）

　※上記の時間帯、がんセンター施設内を
　　ご自由に見学いただけます。
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外
来
化
学
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室

　
　
　
　
　
　

 

11
月
よ
り
増
床
オ
ー
プ
ン　

　

今
年
2
月
、
杏
林
大
学
病
院
が
「
東
京
都
地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
」
に
指
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
4
月

に
「
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
が
ん
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称

変
更
し
、
運
営
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
半
年
で
、
運

営
委
員
会
に
よ
る
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
化
学
療
法
病

棟
、
外
来
化
学
療
法
室
、
が
ん
相
談
支
援
室
、
が
ん
登
録

室
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、cancer board

を
柱
と
す
る

体
制
が
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
5
月
に
、
7
床
で
オ
ー
プ
ン
し
た
外
来
化
学

療
法
室
も
、
こ
の
11
月
か
ら
は
14
床
に
増
床
さ
れ
る
予
定

で
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
こ
の
9
月

　

当
教
室
に
は
現
在
約
20
名
の
常
勤
医
が
在
籍

し
て
お
り
、
本
年
４
月
に
は
里
見
主
任
教
授
が

会
長
の
「
第
37
回
日
本
脊
椎
・
脊
髄
病
学
会
」

を
主
催
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
専
門
別
で
は
脊
椎
・
脊
髄
外
科

（
里
見
教
授
、
市
村
准
教
授
、
長
谷
川
医
局
長
、

高
橋
助
教
）、
骨
・
軟
部
腫
瘍
外
科
（
望
月
教

授
、
森
井
講
師
）、
膝
・
肩
関
節
外
科
（
小
谷
准

教
授
、
佐
々
木
講
師
）、
小
児
整
形
・
股
関
節
外

科
（
小
寺
講
師
、
森
脇
助
教
）、
手
・
足
の
外
科

（
丸
野
助
教
）
な
ど
、
運
動
器
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

分
野
を
網
羅
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
脊
椎
で

は
内
視
鏡
手
術
、レ
ー
ザ
ー
治
療
、椎
体
形
成
術
、

膝
関
節
で
は
新
し
い
人
工
膝
関
節
の
開
発
、
肩

関
節
の
内
視
鏡
手
術
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
最
新
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
も
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
・
軟
部
腫

瘍
と
股
関
節
に
は
多
摩
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
多
く
の
症
例
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

救
急
部
に
も
ス
タ
ッ
フ
を
常
時
派
遣
す
る
な
ど
、

関
連
病
院
と
も
連
携
し
た
救
急
外
傷
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

運動器疾患を有する患者様のＱＯＬを思いやる医
療を提供することが、整形外科の理念です。

  

診
療
科
紹
介

●
整
形
外
科

  

診
療
の
特
色
と
活
動
報
告

が
ん
診
療
拠
点
病
院
と
し
て
充
実
を
図
る       

                                         

外来棟 6 階に移動した麻酔科。診察
室は以前より広くなりました。

がん相談支援室はどなたでも
ご利用いただけますので、お
気軽にご相談ください。

 

が
ん
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　

腫
瘍
内
科  

古
瀬 

純
司

に
は
、
麻
酔
科
（
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
外
来
棟

6
階
に
移
動
し
ま
し
た
。

今
後
、
新
し
い
化
学
療

法
室
を
効
率
的
に
運
営

す
る
べ
く
、
各
診
療
科
・

関
係
部
署
と
の
連
携
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
が
ん
相
談
支
援
室　

資
料
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

が
ん
相
談
支
援
室
も
整

備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

外
来
棟
1
階
で
は
、毎
日
、

が
ん
看
護
専
門
看
護
師
と

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
が
ん
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
話
を
伺
い
、
一
緒
に
考
え
、
安
心
し
て
治
療
や

療
養
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
各
診
療
科
や
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・午後 3 時～
・大学院講堂（第 2 病棟 4 階）

◆第 2 部　懇親会・午後 5 時半頃開宴
・レストランガーデン（外来棟 6 階）

◆第 1 部　講演会

日時：平成 20 年 12 月 6 日（土）午後 3 時から
             ＊外来棟受付にてご案内いたします。
場所：杏林大学病院　―参加費・無料―

　

ま
た
、
外
来
棟
3
階
に
は
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
自
由
に
が

ん
治
療
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
杏
林

大
学
病
院
内
外
の
お
知
ら
せ
な
ど

を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

平
成
20
年
12
月
6
日
に
は
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

記
念
し
て
、
施
設
見
学
、
講
演
会
と
懇
親
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

    

皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

がんセンター開設記念講演会
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   〔
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
〕

　

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
は
平
成
19
年
度
よ
り
緩

和
ケ
ア
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
7
月
31
日
に
「
緩
和
ケ
ア
の
概
論
」、
9
月

25
日
に
「
が
ん
性
疼
痛
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、

地
域
の
多
く
の
医
療
従
事
者
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
院
に
が
ん
セ
ン
タ
ー
も

設
立
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
緩
和
ケ
ア
講
演

会
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

＊
次
回
講
演
会
は
平
成
21
年
2
月
26
日（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
放
射
線
部
〕

　

従
来
、
当
院
か
ら
他
の
医
療
機
関
へ
フ
ィ

ル
ム
で
お
渡
し
し
て
い
た
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
等
の
検
査
結
果
を
、
9

月
1
日
か
ら
は
Ｃ
Ｄ
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｄ
はDICO

M

（
ダ
イ
コ
ム
）
と
呼
ば
れ
る
医

療
画
像
の
統
一
規
格
で
記
録
さ
れ
る
た
め
、
ど

こ
の
医
療
施
設
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

取
り
扱
い
は
簡
単
で
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

（
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
で
は
初
回
の
みO

siriX 

と
い
う
ソ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
放
射
線
部
〕　 

　

検
査
室
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を
新
し
い
タ
イ

プ
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、
1
台
増
設
し
、
9

月
16
日
よ
り
４
台
体
制
で
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
①
待
ち
日
数
の
大
幅
な

短
縮
、
②
新
し
い
検
査
方
法
の
導
入
な
ど
に
よ

る
医
療
の
質
の
向
上
、
③
患
者
さ
ん
に
対
し

よ
り
優
し
い
検
査
が
で
き
る
、
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
期
待
で
き
ま
す
。
新
し
い
装
置
は
ド
ー
ム

の
開
口
部
が
広
く
、
奥
行
き
も
短
い
た
め
開
放

感
が
増
し
、
圧
迫
感
が
減
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
、
強
い
磁
石
と
電
波
を
使
い

体
内
の
状
態
を
多
方
向
か
ら
断
面
像
と
し
て

描
写
す
る
も
の
で
、
痛
み
も
な
く
X
線
を
使
わ

な
い
の
で
放
射
線
被
ば
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
造
影
剤
を
使
わ
ず
簡
単

に
血
管
も
撮
影
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
近
年

の
画
像
診
断
に
不
可
欠
と
な
っ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
は
、
特
に
超
急
性
期(

発
症
直
後)

の
脳
梗

塞
の
発
見
に
は
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

今
後
当
院
に
お
い
て
も
臨
床
の
現
場
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
に
お
い
て
、
大
い
に
活
躍
す
る
事

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

造影剤を使わない血管撮影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
内
視
鏡
室
〕

　

内
視
鏡
室
は
患
者
様
の
満
足
度
の
高
い
安

全
で
正
確
な
内
視
鏡
検
査
を
職
員
一
同
で
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
導
入
さ
れ
た

最
新
鋭
の
機
種
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

医療画像ＣＤの作成装置、コ
ドニックス社製 Virtua（写
真 ）。 Ｃ Ｄ に 記 録 さ れ た 医
療画像を当院の画像システ
ム に 読 み 込 む た め の 装 置
INTEGRITY を導入しました。

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

　

現
在
は
各
医
療
機
関
の
希
望
に
合
わ
せ
て

Ｃ
Ｄ
と
フ
ィ
ル
ム
が
選
択
出
来
ま
す
が
、
近

い
将
来
、
す
べ
て
の
検
査
を
Ｃ
Ｄ
出
力
に
移

行
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

あ
わ
せ
て
紹
介
患
者
さ
ん
が
お
持
ち
に

な
っ
た
、D

ICO
M

 

形
式
の
医
療
画
像
Ｃ
Ｄ
を

当
院
の
画
像
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
外
来
初
診
受
付
窓
口

で
受
付
後
、
初
診
の
カ
ル
テ
を
作
成
し
て
い

る
間
に
画
像
を
取
り
込
み
、
診
察
室
の
端
末

で
画
像
を
見
な
が
ら
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

当
院
に
ご
紹
介
い
た
だ
く
患
者
さ
ん
で
Ｃ

Ｄ
に
て
情
報
提
供
を
さ
れ
る
場
合
は
、
初
診

受
付
に
Ｃ
Ｄ
と
紹
介
状
を
お
持
ち
い
た
だ
く

よ
う
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

各
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
緩
和
ケ
ア
講
演
会
の
ご
案
内

●
医
療
画
像
は
Ｃ
Ｄ
で

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
室
が
更
に
充
実

↑製品名の「ピアニッ
シモ」のとおり検査
中も静かなことも新
しい MRI の特徴

●
新
機
種
を
導
入

①
特
殊
光
観
察
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

　

従
来
の
通
常
光
観
察
に
加
え
、
特
殊
光
観
察

に
よ
り
見
え
に
く
い
微
細
な
病
変
を
光
の
力
で

わ
か
り
や
す
く
照
ら
し
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。

②
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
拡
大
内
視
鏡
ス
コ
ー
プ

　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
対
応
で
80
倍
も
の
ズ
ー
ム
が

可
能
で
す
。
ク
リ
ア
で
高
精
細
な
拡
大
観
察
画

③
超
音
波
観
測
装
置
シ
ス
テ
ム

　

内
視
鏡
検
査
と
同
時
に
超
音
波
検
査
が
可
能

と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
呼
吸
器
分
野
で
は
気

管
や
周
辺
臓
器
を
超
音
波
で
観
察
し
、
穿
刺
に

よ
り
癌
細
胞
の
リ
ン
パ
節
転
移
の
診
断
を
可
能

に
し
ま
す
。
消
化
器
分
野
で
は
、
粘
膜
下
の
腫

瘍
や
膵
疾
患
で
、
組
織
学
的
診
断
が
可
能
と
な

粘
膜
表
層
の
血
管
構

造
や
血
管
走
行
が
判

り
や
す
く
な
り
、
早

期
が
ん
診
断
に
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。

像
が
得
ら
れ
、
迅
速
・
精
密
な
内
視
鏡

検
査
が
実
現
で
き
ま
す
。
次
世
代
の
画

像
診
断
法
と
し
て
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
シ
ス
テ
ム
、
最
新
鋭
内
視
鏡

機
器
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
内
視
鏡

室
に
ご
期
待
下
さ
い
。

り
ま
す
。
多
く
の
患

者
様
が
安
全
で
正
確

な
病
理
診
断
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
と
い
う
目
標
は
国
の
「
認

知
症
対
策
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
重
要
な
柱
で
す
。

当
院
も
の
忘
れ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
武
蔵
野
日
赤
藤
ヶ

崎
神
経
内
科
部
長
、
三
鷹
・
武
蔵
野
両
医
師
会
長
、

三
鷹
・
武
蔵
野
両
市
役
所
と
と
も
に
、
昨
年
三
鷹
・

武
蔵
野
認
知
症
連
携
を
考
え
る
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
9
月
に
は
行
政
、
医
師
会
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
基
幹
病
院
（
杏
林
・
日
赤
）、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
三
鷹
市
議
が
参
加
し
、
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
で
は
「
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業
」（
武

蔵
野
市
）
や
、「
早
期
発
見
の
健
診
」（
三
鷹
市
・
同
医
師
会
）

が
紹
介
さ
れ
た
他
、
高
度
認
知
症
の
独
居
、
認
知
症

の
診
療
拒
否
な
ど
の
課
題
や
基
幹
病
院
の
診
療
予
約

待
ち
が
長
い
と
い
う
指
摘
、
認
知
症
に
対
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
知
識
不
足
等
の
意
見
も

だ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
当
院
も
の
忘
れ

セ
ン
タ
ー
は
次
の
取
組
を
行
う
事
と
し
ま
し
た
。

●
第２回
『　
　    

認
知
症
連
携
を
考
え
る
会
』

三
鷹

武
蔵
野

①
新
患
予
約
の
特
別
枠
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
に
充
当

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
対
象
「
も
の
忘
れ
教
室
」
講
義
の
受
付

③
行
政
・
医
療
機
関
の
情
報
を
活
用
・
整
備
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
図
る

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
を
公
開
す
る

⑤
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
連
絡
・
連
携
を
図
る


